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あ
し
　
さ
　
へ
　

紫
陽
花
の
花
を
ぞ
お
も
ふ
藍
ふ
く
む

濃
き
む
ら
さ
き
の
花
の
こ
ひ
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

ア
ー
ル
憾
早
く
も

夏
ざ
か
り

　
6
月
／
8
ヨ
（
火
）
．
四
谷
小
学
校
で
は

プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
曇
っ
て
い
て
ム
フ
に
も

雨
が
落
ち
そ
う
な
天
気
で
し
た
が
、
子
供

達
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
予
定
ど
お
り
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
子
洪
達
も
大
喜
ぴ
。

先
生
方
の
注
意
を
聞
き
、
学
年
代
表
の
児

童
が
八
ラ
年
の
目
標
を
発
表
し
た
あ
と
早
速

ブ
ー
ル
ヘ
ザ
フ
ン
。
肌
寒
さ
も
な
ん
の
そ

の
．
フ
ー
ル
の
中
は
夏
ま
っ
さ
か
り
と
い

っ
た
感
じ
で
し
た
。
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謬人口5，491人（△14）

　　男　2，598人（△7）

　　女2、893人（△7）

　世帯数L699戸（2）
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公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

5月から6月にかけて、町内外でたくさんのスポーツ大会が開催されています

　
六
月
二
日
（
日
）
、
梅
雨
の
合
間
の

暑
い
中
て
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
年
ふ
り
の
大
会
と
な
っ
た
今
年

は
、
三
十
歳
代
か
二
名
、
四
十
歳
代
か

六
名
、
五
十
歳
以
上
か
二
名
と
年
齢

制
限
を
設
け
た
チ
ー
ム
編
成
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る

光
景
は
あ
ま
り
見
受
け
な
く
な
り
ま

し
た
か
、
う
ま
や
だ
し
と
は
思
え
な

い
ほ
と
好
プ
レ
ー
か
続
出
し
、
拍
手

か
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

珍
プ
レ
ー
も
随
所
に
見
ら
れ
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
久
し
ふ
り
の
大
会
て
し
た
か
、

各
公
民
館
と
も
た
い
へ
ん
盛
り
上
が

り
、
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
復
活
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
大
会
で
し
た
。

三

輪
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▲日頃の血のにじむような練習の成果を十分に発揮し

　
試
合
の
結
果
、
上
位
入
賞
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

　
優
　
勝
　
鶴
野
内
公
民
館

　
準
優
勝
　
迫
野
内
公
民
館

　
三
　
位
　
坪
谷
公
民
館

脳

魂
議
幽幽

　　　　　　　　　『　　　　一r疎二　　　娼

▲これがファウルになったらアウトじゃとよね

，　｝

’
略

纏㌍鷲

▲オレが球をよう打つかしらん▲昔は足がはえかったつちゃけんね

三
世
代
交
流

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
も
と
、

今
年
も
三
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
か
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
世
代
の
心
の
絆
つ
く

り
と
健
康
、
体
力
の
保
持
を
目
的
と

し
た
本
大
会
も
、
今
年
で
四
回
目
と

な
り
、
四
十
六
チ
ー
ム
か
参
加
し
ま

し
た
。

　
大
会
は
午
前
八
時
半
に
開
会
し
、

開
会
式
て
は
前
回
の
優
勝
チ
ー
ム
か

ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
返
還
か
行
わ
れ
た
あ

と
、
選
手
を
代
表
し
て
小
野
田
の
佐

藤
鈴
子
さ
ん
と
四
十
邦
彦
君
（
東
郷

小
六
年
）
か
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。

　
開
会
式
か
終
わ
る
と
、
選
手
た
ち

は
各
コ
ー
ト
に
分
か
れ
競
技
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
も
四
回
目
と

い
う
こ
と
て
、
お
と
う
さ
ん
や
お
か

あ
さ
ん
、
そ
し
て
子
供
た
ち
の
技
術

も
向
上
し
て
お
り
、
ハ
イ
レ
ヘ
ル

（
P
）
の
試
合
か
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
そ
と
い
う
場
面

て
は
や
っ
ぱ
り
お
し
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
出
番
、
子
供
達
の
声

援
を
受
け
い
つ
に
な
く
ハ
ノ
ス
ル
し

て
い
ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
ふ
れ

あ
う
機
会
の
少
な
い
三
世
代
か
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
心
を
一
つ
に

し
た
意
義
の
あ
る
大
会
て
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　　③耀8ごり

試
合
の
結
果
、
上
位
入
賞
は
次
の
と

お
り
て
し
た
。

　
優
　
勝
　
寺
迫
チ
ー
ム
⑤

　
準
優
勝
　
迫
野
内
チ
ー
ム
③

　
三
　
位
　
鶴
野
内
チ
ー
ム
④

　
　
〃
　
寺
迫
チ
ー
ム
③

竃諦

県
民
体
育
大
会

、
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本
町
選
手
団
健
闘
〃
”

　
5
月
2
5
日
、
2
6
日
の
二
日
間
、
第

50

�
ﾌ
宮
崎
県
民
体
育
大
会
か
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
本
町
か
ら
4
8

名
の
選
手
か
東
臼
杵
を
代
表
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
部

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
部
て
は
、

寺
原
孝
幸
監
督
率
い
る
B
O
S
S

チ
ー
ム
か
出
場
し
ま
し
た
。
試
合
は

午
後
2
時
か
ら
清
武
町
の
木
原
河
川

敷
で
行
わ
れ
、
一
回
戦
て
強
豪
日
南

市
と
対
戦
し
ま
し
た
。
　
一
点
を
争
う

好
ゲ
ー
ム
て
最
終
回
見
事
勝
ち
越
し

に
成
功
し
4
対
3
て
初
戦
を
突
破
し

ま
し
た
。
二
回
戦
は
西
都
市
と
対
戦

し
楽
勝
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
か
、
思

わ
ぬ
大
量
点
を
取
ら
れ
結
局
8
対
9

と
準
決
勝
へ
駒
を
進
め
る
こ
と
は
て

き
ま
せ
ん
て
し
た
。

麟
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
部
に
は
、

那
須
健
司
さ
ん
、
山
床
身
固
さ
ん
、
山

口
佐
知
男
さ
ん
か
出
場
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
県
総
合
運
動
公
園
庭
球
場

て
行
わ
れ
、
児
湯
郡
、
東
諸
県
郡
、
え

ひ
の
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。
結
果
は

二
勝
一
敗
て
し
た
か
惜
し
く
も
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
は
な
り
ま
せ
ん

て
し
た
。

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部
に
は
、

黒
木
秀
明
監
督
率
い
る
女
子
チ
ー
ム

か
出
場
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
都
城
市
で
行
わ
れ
、
初
戦

は
小
林
市
と
対
戦
し
セ
ノ
ト
カ
ウ
ン

ト
2
対
0
で
快
勝
。
二
回
戦
は
西
臼

杵
郡
と
対
戦
し
2
対
0
て
勝
ち
ま
し

た
か
、
続
く
準
決
勝
で
宮
崎
市
を
相

手
に
善
戦
は
し
た
も
の
の
0
対
2
で

惜
敗
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
選
手
達
は

の
ひ
の
ひ
と
し
た
プ
レ
ー
て
会
場
を

沸
か
せ
、
第
三
位
の
成
績
を
納
め
ま

し
た
。

　皿
簿メ

　席
学’

声　　　　　　’
智

★
剣
道
競
技
の
部

　
剣
道
競
技
の
部
て
は
下
地
貴
志
さ

ん
か
東
臼
杵
チ
ー
ム
の
先
鋒
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
高
岡
町
て
行
わ
れ
、
予
選

リ
ー
ク
て
東
諸
県
郡
、
北
諸
県
郡
、
宮

崎
郡
、
日
向
市
と
対
戦
し
ま
し
た
。
個

人
と
し
て
は
二
勝
一
敗
一
分
け
と
好

成
績
て
し
た
か
チ
ー
ム
と
し
て
は
四

敗
で
準
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ
ん
て

し
た
。

執や細浦曙樫
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★
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
部

　
ポ
ー
リ
ン
グ
競
技
は
宮
崎
エ
ー
ス

レ
ー
ン
て
行
わ
れ
、
6
ゲ
ー
ム
の

ト
ー
タ
ル
て
競
わ
れ
ま
し
た
。
個
人

成
績
は
次
の
と
お
り
て
す
。

◎
2
0
代
・
植
野
栄
二
さ
ん

　
　
　
　
　
9
2
5
ピ
ン
　
2
4
位

◎
3
0
代
・
田
代
典
夫
さ
ん

　
　
　
　
1
1
1
4
ピ
ン
　
9
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
・
三
原
房
見
さ
ん

　
　
　
　
9
9
6
ピ
ン
　
　
3
1
位

◎
4
0
代
・
鈴
原
義
人
さ
ん

　
　
　
　
1
0
3
4
ピ
ン
　
2
1
位

◎
5
0
代
：
永
田
良
一
さ
ん

　
　
　
　
　
9
5
0
ピ
ン
　
2
9
位

★
陸
上
競
技
の
部

　
陸
上
競
技
は
県
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
て
行
わ
れ
、
4
種
目
に
5

人
か
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
て
す
。

　
　
　
　
む

◎
女
子
B
O
m

　
　
　
　
ユ

　
・
小
川
好
美
さ
ん
　
　
第
3
位

　
　
　
　
む

◎
女
子
D
O
m

　
　
　
　
　

　
・
那
須
フ
ミ
ヨ
さ
ん
　
第
1
位

◎
女
子
D
5
キ
ロ
ロ
ー
ト
レ
ー
ス

　
・
黒
木
絹
子
さ
ん
　
　
第
2
位

　
　
　
　

◎
女
子
O
m
リ
レ
ー

　
　
　
　

　
・
黒
木
真
奈
美
さ
ん
・
小
川
好
美

　
　
さ
ん
・
那
須
則
子
さ
ん

　
予
選
を
通
過
し
、
決
勝
て
第
5
位

，
懲
努
偏

　
　
陣

嘉
　や　戸
詳し端

紅
〆勢

ル
　
胤
　
秘

叡
差

　
　
～

★町回に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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　　　　　　　　　　　　　　　イギリスの結婚

　私は、先日延岡市で行われた友達の結婚式に招待されました。日本の結婚披露宴はイギリスの披露宴

とよく似ています。しかし、その雰囲気はだいぶ違うようです。

　イギリスの伝統的な結婚式は協会で行われます．最近の若者は、宗教にあまりこだわりませんが、習

慣だからということで教会で結婚式を挙げているようです。イギリスの結婚式では、花嫁の妹か親友の

若い女性が花嫁の付き添いをします、そして、お嫁さんの化粧をしたり、洋服を着せたりして準備をい

ろいろと手伝います，花婿の方からは、二ベスト・マン」と呼ばれる花婿の親友か親戚がスピーチや結婚

式の段取りをします、この「ベスト・マン」は、責任のある人として結婚式では結婚指輪を持つ役目も

します。このように日本とイギリスの披露宴はそんなに違いはありませんが、イギリスの場合はもっと

感情的だと思います。

　私はまだ結婚していません。日本にきて「結婚していますか」という質問を幾度となく受けました。

日本人女性が結婚する平均年齢が26歳なので、私も結婚していておかしくない年頃だったからでしょ

うか。イギリスではお見合いはなくほとんど恋愛結婚です。又、イギリスは日本より結婚や離婚に対す

るプレッシャーがないので離婚率も40パーセントに上っています。同時に、結婚せずに同棲する人や

自分の希望で独身生活をしている人も増えているようです。これはイギリスの社会が変化しつつあるこ

とが原因であると言ってもいいでしょう。昔に比べ結婚や家族に対する考え方が変化し、これからどう

いう方向に向かうあか予測がつかないのです。

　私は、これから先いつ、誰と結婚するかわかりません、イギリス人女性が結婚する平均年齢は28歳

ですが、私の人生において結婚という大切なことを決断するのはあくまで私自身であり、私個人の自由

なのです．
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5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
畜
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）

　
雌
平
均
　
　
3
8
7
、
5
8
8
円

　
去
勢
平
均
　
4
1
9
、
9
2
9
円

最
高
額

　
雌
部
　
福
永
マ
ス
ミ
ひ
で
ふ
く
号

　
　
　
　
　
　
9
7
5
、
4
1
0
円

　
去
勢
部
　
黒
田
成
光
・
兼
福
二

　
　
　
　
　
　
5
2
0
、
1
5
0
円

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

芋
迫
地
区
）

　
雌
平
均
　
　
3
3
1
、
9
6
9
円

　
去
勢
平
均
　
4
4
0
、
2
9
4
円

最
高
額

　
一
部
　
　
橋
口
政
美
・
な
つ
み
号

　
　
　
　
　
　
5
2
6
、
3
3
0
円

　
去
勢
部
　
黒
木
サ
キ
子
・
牛
若
丸
号

　
　
　
　
　
　
6
3
8
、
6
0
0
円
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畜
産
だ
よ
り

　　　　　　　μ擁どうご’り④

　　　　　　　　第9回全国健康福祉祭みやざき大会

おんりんヒ沙ク’96短歌大会本町で開催

大会史上初めての短歌大会が・、歌人若山牧水の生誕の地である

本町で開催されます。記念すべきこの大会をみんなで盛り上げ
ましょう◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『唱OOOO回　目目口自目自。自廓目廓自回O「

　【大会期日】平成8年11月10日（日）

　【大会スケジュール】

1）午前の部　牧水公園

　蛍　　　　　　　　　　　　　付

　当日投稿受付開始
　開　　　　　　始　　　　　　式

　散策、アトラクション（昼食を含む｝

　当日投稿締切
　移動牧水公園～東郷町総合文化センター1

　健康つ一くり教室　牧水公園
．21午後の部　東郷町総合文化センター

　事前投稿作品入選者の発表、選評

　事前投稿作品入賞者の表彰
　休　　　　　　　　　　　　　憩

　記念講演　講師　佐佐木幸綱氏

　閉　　　　　　会　　　　　　式

ターゲット・

バードゴルフ

9：00～10：00

10：00

10：00～10：30

10：30～12：20

12：00

12：20～13：00

9：30～12：00

13：10～13：40

13：40～14：10

14：10～14：20

14：20～15：50

15：50

1験営んだ高知を中心とした、スポーl

lツ・文化の祭典です．

燵i霧観魁盈量馨慣鮨蕪灘

1この祭典を通じて、世代間・地域間の交

1嚢曽聖賢活力のある長寿社1

』＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿o一

サイクリング

剣道

高千穂町

なぎなた

延岡市

日向市

囲碁

マラソン

俳句

東郷町

将棋

短歌
牧水公園
東握町総合文化センター

。都市。。町レ／ノ太極拳

ぺタンク

一
　
／
↓

加
　
儲

繕
灘
璽

印
地
澱

㌣
“

、
画

えびの市

小林市

フィッシング

都城市

弓道

綾町

卓球

佐土原町

高岡町　宮崎市

　　清武町

＼

サイクリング

グラウンド・ゴルフ

ウオークラリー

　日南市

　南郷町9

串間市

テニス　　ノフトテニス　　ノフトホール

サイクリ／グ　　民謡

健康フェア　健康福祉機器展　国際ンノポソウム
．、れあい交歓会　美術展　ノルハーファソノヨノノヨー

ノルハー音楽祭　「長寿社会　私の王張」等表彰式

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111ωまで〉
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家庭教育の大切さとは…。
5月19日旧1

　了・どもにとって、親にとって家庭とは何かを考える∴を

研究主題として、7家庭教育を考えるつどい∠が開催されま

した、開会行事終了後、中学生、高校生、PTA、高校生・

各種学校生父母の会のそれぞれの代表がパネラーとなりパネ

ノレディスカ’ションが行われました，家庭は人格形成の基盤

となるところであり、心の安まる場所であるという観点から

熱心に意見が交されていました，その後、三遊亭歌之介さん

か一 ｴ謝のプラス志向　と題し、巧みな話術でユーモアあふ

れる講演をされ多くの観客を魅∫しました＝

】【了■璽■＝】【－］【－．■■璽碍管■翼－■】【．】【．－翼】【互至x互竃翌五董璽：軍＝：翼三互薯

｝
11】r】【．－n∬

｝
■■＝【皿】【－

　
1－－■

　待ちに待った鮎漁解禁
　6月1日吐1

　つりファンにとっては待望の鮎漁の解禁日がやってき

ました，梅雨入り宣言はあったものの、太公望たちの願

いが通じたのか当日はとても良い友気に恵まれ朝からた

くさんの人が川へくり出しました，今年は量は多いもの

の形が小さく、いったん釣りあげてはまた放してやると

いった光景が見られました．

蜘r璽搬

一廓

等

職
㌦

　楓P
．　難

．
難≒

璽■Xーコ「－一「星∫互】【■】【■nn互x互■■■■■■一－】一」【τ江■■夏玄互竃■翼．－瓢－皿皿【－．－－．璽二－璽】【■】【．－－二茎■．ーコ【．－－－－

も
’＼

　　　　できることから始めよう

　町社会福祉協議会では5月1日から29日まで毎週1回ずつ

5回にわたり、ボランティアセミナーを農村シルバーセンタ

ーで開催しました，セミナーには29人が参加し、日向市のボ

ランティア連絡協議会の方の講話を聞いたり、実際にハンデ

ィキャソフ．を体験したりして、ボランティアの意義と役割に

ついて理解と関心を深めていました＝

　町社会福祉協議会では、これを期にボランティアに登録し

てくれる方を募集しています，詳しくは町社会福祉協議会ま

でお問い合わせください。ITEL　69－21161

－．璽「】【－－－－．－⊃【－璽【－茎】【三■茎三】【mHπ－＝＝－－■一τ－

　
－－】【■】【】【コ【五

皿皿
雲■璽】【互ーコ【■1翼＝■一亙コ【－．】【－五一■夏璽】【夏茎

　実りの秋が楽しみです。

画　福瀬小学校では毎年田植えの実習を行っています，こ

れは、田植えを通して苗の植え万を知り働く喜びを味わ

っことを目的として行われており、今年で6回目となり

ました、

　田んぼでは、地元の老入クラブ福寿会のおじいちゃん、

おばあちゃんから丁寧に指導を受けながら苗を植えつけ、

心の交流も深められたようです．

　収穫が待ち遠しいですね、

，

霧
★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

・
《
－ご8蝦♂

　　　　　ノベリへ

　　　東郷町岡
　　　　　　　田

＿わ額
縁藤、ル
轟
鰹

レ
溺
、
’
泌

り

静

代
さ
ん

　
（
4
1
歳
）

、q

o
出
身
地

　
　
福
瀬
上
村
田

〇
生
年
月
日

　
　
昭
和
3
0
年
2
月
2
0
日

O
実
家
の
世
帯
主

　
　
岡
田
ミ
ヤ
子

。
現
在
の
住
所

　
　
宮
崎
市
島
之
内

　
福
瀬
を
離
れ
て
、
も
う
2
6
年
が
経

ち
ま
す
。
縁
あ
っ
て
中
学
校
の
同
級

生
だ
っ
た
人
と
結
婚
し
て
現
在
三
人

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
1
5
な
し

天
秤
棒
で
の
水
汲
み

の
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
宮
崎
市
に
住

ん
で
い
ま
す
。
子
供
も
高
峯
、
中
】
、

小
五
と
な
り
ま
す
が
、
子
供
を
見
て

い
る
と
昔
の
自
分
達
の
こ
と
を
よ
く

思
い
出
し
、
主
人
と
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
今
、
思
い
出
す
の
は
、

公
民
館
で
振
り
袖
を
着
て
傘
を
持
っ

て
踊
っ
た
こ
と
、
祭
り
の
時
の
神
社

で
の
相
撲
大
会
。
プ
ー
ル
が
な
か
っ

た
の
で
耳
川
で
よ
く
泳
ぎ
、
し
じ
み
や

川
え
び
を
と
っ
た
こ
と
、
藁
で
螢
籠

を
作
っ
て
螢
を
と
っ
た
こ
と
、
ほ
ん

と
う
に
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
湧
き
水
の
溜
ま
る
い
の
こ
か
ら

天
秤
棒
で
い
や
だ
な
あ
と
思
い
な
が

ら
風
呂
の
水
が
溜
ま
る
ま
で
何
回
も

何
回
も
汲
み
あ
げ
、
風
呂
の
火
を
付

け
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
我

牧
水
公
園
の
発
展
を
願
う
／

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
東
郷
町
の
牧
水

公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

最
近
行
っ
て
い
な
い
の
で
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
僚

か
ら
夏
休
み
に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
の

で
ど
こ
か
い
い
所
は
な
い
か
と
相
談

を
受
け
ま
し
た
。
立
派
に
整
地
さ
れ

た
公
園
と
、
河
川
プ
ー
ル
も
安
心
だ

か
ら
と
思
い
さ
っ
そ
く
牧
水
公
園
の

い

コ
テ
ー
ジ
を
薦
め
ま
し
た
。
四
月
に

予
約
の
電
話
を
入
れ
て
七
月
に
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
も

う
少
し
コ
テ
ー
ジ
を
増
築
し
て
、
よ

り
】
層
多
く
の
人
達
に
牧
水
公
園
を

知
っ
て
も
ら
い
、
大
勢
の
人
が
集
ま

る
東
郷
町
、
昔
の
よ
う
に
螢
が
た
く

さ
ん
飛
び
回
る
よ
う
な
東
郷
町
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

☆
★

が
家
で
の
私
の
役
割
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
し
な
、
現
在
、
福
瀬
で
は
母
が

一
人
で
住
ん
で
い
ま
す
。
父
の
墓
を

守
る
と
生
ま
れ
育
っ
た
福
瀬
の
家
を

動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
私
自
身
も
仕

事
と
家
事
に
お
わ
れ
、
実
家
に
帰
る

暇
も
な
く
母
に
は
淋
し
い
思
い
を
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
実
家
に
帰
っ
た
と
き
日
暮

峠
か
ら
見
る
三
川
の
風
景
が
大
好
き

で
す
。
母
校
で
あ
る
高
瀬
小
学
校
の

校
歌
に
も
あ
る
あ
の
風
景
が
…
…
。

　
へ
げ
　
ヒ
　
ニ
ニ
　
ぶ
　
　
　
レ
お
お
　
ド
ド
み

～
日
暮
峠
の
巨
巌
根
　
眼
下
に
よ
ど

む
青
淵
の
…
…
♪

小学校時代の運動会

踊一一兇漁漁恥搬漁冊
、恥

引
き
し
ぼ
り
狙
う
矢
先
は
四
半
的
呼

吸
整
え
て
無
心
に
放
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

雨
や
み
て
清
し
き
朝
に
そ
そ
り
立
つ

聖
岳
に
若
葉
萌
え
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

し
た
た
か
に
農
に
生
き
よ
と
老
い
我

が
楡
せ
ど
届
か
ず
若
者
出
で
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

山
深
き
日
光
路
へ
と
入
り
来
ぬ
長
き

い
ろ
は
坂
噛
し
げ
く
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

何
時
如
何
に
終
へ
る
命
か
知
ら
ね
ど

も
ぼ
け
封
じ
に
と
詩
を
た
し
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

わ
が
惜
し
む
黄
色
つ
つ
じ
の
散
り
初

め
ぬ
淡
き
夕
日
の
光
浴
び
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

子
育
て
の
終
ら
ぬ
う
ち
に
逝
き
し
夫

の
還
る
気
の
す
る
二
十
三
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

ピ
ノ
つ腕

り
笛
泣
く
が
に
聞
こ
ゆ
更
け
し
夜

の
荒
吹
く
風
に
電
線
震
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

過
ち
を
犯
せ
し
若
者
悔
て
後
親
の
訓

を
我
に
告
げ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

七
重
八
重
彩
る
花
に
染
む
な
か
れ
山

吹
虫
思
法
記
念
日
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

と
コ
つ
か
ん

冬
旱
に
芽
立
ち
遅
れ
し
茶
の
畑
に
今

日
降
る
雨
の
音
を
聞
き
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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　　　　　る覇8こ隔’り⑧

㊨筆國園⑤娠
　　　　☆★☆門下幼稚園☆★☆

▼題「バスにのっていったよ、えんそく」　　与迫の

根本和也くん5歳1
父：根本英喜さん

母：　　智恵美さん

O好きな食物は何ですか？

　みかん
O好きなあそびは何ですか7

　粘土あそび

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　まんが家

齢

　　　寺迫の

　牧野正美ちゃん〔6歳1

　父：牧野正明さん

緊　母：　　晴美さん
　　O好きな食物は何ですか？

・　　ぶどう、なし
ノ。好きなあそびは何ですか？

7　　かくれんぼ
　　O大きくなったら何になり

　　たいですか？

　　動物の飼育係

鑑
、

幅
一、

一
懸

礁勘，寮
l　l　㌧　図　　二1瓜＼」

撫三身レ　ll滋
▲題「楽しかったね、えんそく」

・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
Y
・
†
・
7
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
7
・
Y
・
Y
・
γ
。
Y
・
Y
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
。
Y
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
。
Y
・
Y
・
7
・
7

七一街噛舌題
東郷病院に

　　車イスの寄贈

　小野田の高森文夫さん

から、東郷病院に車イス

の寄贈がありました。

　高森さんは、東郷病院

に入院されていましたが、

その際お世話になったと

いうことで車イスを寄贈

されたということです。

　病院では、“車イスが

不足していたのでたいへ

んありがたい、大事に使

わせてもらいたい、とい

っことでした。

圏
回
回

　　

�
ﾅ
0

暴
走
行
為
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

　
深
夜
の
爆
音
・
暴
走
行
為
は
み
ん

な
が
迷
惑
し
、
し
か
も
危
険
性
の
非

常
に
高
い
行
為
で
す
。
暴
走
行
為
を

無
く
す
に
は
地
域
ぐ
る
み
の
力
が
必

要
で
す
。
警
察
で
は
、
暴
走
行
為
の

防
止
に
組
織
を
あ
げ
て
取
り
締
ま
り

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
暴

走
行
為
を
行
う
少
年
達
を
作
ら
な
い

暖
か
い
家
庭
と
地
域
が
必
要
で
す
。

　
東
郷
町
で
は
次
の
「
3
な
い
運
動
」

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
◎
暴
走
行
為
を
「
し
な
い
一

　
　
・
友
達
の
誘
い
、
誘
惑
に
の
ら

　
　
　
な
い

　
◎
暴
走
行
為
を
「
さ
せ
な
い
」

　
　
・
家
庭
で
、
バ
イ
ク
の
改
造
等

　
　
　
に
注
意
す
る

　
　
・
暴
走
行
為
や
「
た
ま
り
場
」

　
　
　
を
見
た
ら
一
【
○
番
す
る

　
　
・
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
警
察

　
　
　
が
連
携
し
て
相
談
活
動
を
す

　
　
　
す
め
る

　
◎
暴
走
行
為
を
「
見
に
行
か
な
い
」

　
　
・
子
供
に
関
心
を
持
ち
、
深
夜

　
　
　
外
出
や
交
友
者
に
気
を
配
る

　
　
・
友
達
の
誘
い
、
誘
惑
に
の
ら

　
　
　
な
い

⑲
ψ覇

Q

’

1

富…

V

．
三
一
．

・
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
警
察

が
連
携
し
て
相
談
活
動
を
す

す
め
る

5
分
前
の
気
持
ち
で

ゆ
と
り
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
交
通
事
故
は
、
気
持
ち
に
余
裕
の

な
い
人
ほ
ど
起
こ
し
や
す
い
よ
う
で

す
．
、
約
束
の
時
間
に
間
に
あ
わ
な
い

時
・
疲
れ
て
い
る
時
・
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
る
時
は
、
要
注
意
で
す
。
そ
こ

で
、
出
か
け
る
際
に
は
目
的
場
所
に

遅
く
と
も
「
5
分
前
」
に
は
到
着
す

る
よ
う
ゆ
と
り
を
も
っ
て
出
発
し
ま

し
ょ
う
。

東郷町内の交通事故

発生場所 5月中 唄～調累計

鶴野内地区 0件 7件

福　瀬　地　区 4件 11件

小野田地区 4件 14件（3件1

田野・羽坂地区 0件 1件

坪　谷　地　区 4件 10件

寺　迫　地　区 0件 0件

八重原・迫野内地区 1件 1件

合　　計 13件 44件13件1

（
　
）
内
は
人
身
事
故
で
内
数

　
　
　
　
（
文
責
一
久
保
）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　　　　る⑨鞘どうご’り

山
林
火
災

　
5
月
2
5
日
午
後
2
時
頃
、
坪
谷
の

一
谷
地
区
で
山
林
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
山
林
は
強
風
に
あ
お
ら
れ
延

焼
し
、
消
防
車
、
消
防
団
員
も
山
中
に

入
れ
な
い
状
態
で
し
た
が
、
自
衛
隊

の
派
遣
を
要
請
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
消
火
剤
散
布
を
行
い
2
7
日
午
前
1
0

時
1
0
分
に
鎮
火
し
ま
し
た
、

　
こ
の
山
林
火
災
は
西
郷
村
に
ま
で

及
び
、
約
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
失
し
、

か
っ
て
な
い
大
火
災
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
を
は
じ
め
消
火
活
動
に
関

係
し
た
方
々
に
は
、
ほ
ん
と
う
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
坪
谷
出
身

▲燃え広がる山林

覧
る

私

▲ヘリコプターによる

　消火剤散布

で
、
東
京
在
住
の
海
野
邦
男
さ
ん
か

ら
見
舞
金
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‘
冒
7
曹
一
一
＝
7
昌
＝
一
．
3
3
冨
7
二
＝
＝
・
一
＝
；
，
・
一
二
＝
▽
一
画
；
7
；
一
＝
7
一
＝
冨
7
嘔
一
一
；
言
昌
冨
＝
・
8
＝
留
．
；
；
＝
．
一
一
一
一
冒
．
昌
に

㎜
暗
い
夜
道
に
　
　
　
…

…
お
す
す
め
し
ま
す
…

ロ
一
7
一
＝
；
τ
一
＝
3
曹
・
一
冒
一
一
一
7
二
冨
＝
・
二
＝
冒
＝
二
■
冨
，
三
，
＝
＝
二
＝
3
言
昌
一
；
7
昌
冨
＝
・
二
＝
＝
・
一
一
一
＝
＝
二
＝
＝
・
．
一
＝
一
7
0
ロ
罰

　
平
成
7
年
中
の
交
通
事
故
者
を
昼

夜
別
に
見
る
と
夜
間
歩
行
中
の
死
者

数
が
昼
間
の
2
倍
以
上
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
や
自
転
車
は
交
通
弱
者
と

呼
ば
れ
、
特
に
夜
は
危
険
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
夜
は
明
る
い
服
を
着
て
い

て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
5
0
メ
ー
ト

ル
ま
で
近
づ
か
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
。
し
か
し
反
射
材
を
付
け
る
と
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
か
ら
で
も
ラ
イ

ト
が
反
射
し
て
見
え
ま
す
。
最
近
、
健

康
の
為
に
夜
歩
く
人
を
見
か
け
ま
す

が
、
安
全
の
た
め
に
反
射
材
を
身
に

付
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
写

真
の
反
射
材
は
洋
服
を
傷
つ
け
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

装
着
も
簡
単
で
す
。
1
本
0
円
で
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
一
…
…
…
…
一
…
…
ー
ー
…
…
一
…

鯉㊧
㊧
Q
＆
A
⑧

…Q

匇
ｨ
騎
鮎
誠
黙
認

一　
満
た
し
て
い
る
の
で
す
が
、
6
0
歳

　
に
な
る
ま
で
は
納
め
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
6
0

…　歳
の
誕
生
月
ま
で
完
全
に
納
め
て

，　
も
年
金
額
が
増
え
な
い
期
間
が
あ

　
る
と
聞
き
ま
し
た
が
ほ
ん
と
う
で

　
し
ょ
う
か
。

｝けW

A
年
金
制
度
を
支
え
る
大
切
な
保
険
　
　
　
な
お
、
当
分
の
間
、
老
齢
基
礎
年
金

　
料
で
す
か
ら
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
　
　
の
額
の
計
算
は
加
入
可
能
年
数
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
っ
て
年
金
額
を
計
算
す
る
こ
と
と

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

25

N
以
上
保
険
料
を
納
め
れ
ば
受
給

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
年
金
制
度
は
、
年
金
を
受
け
る
世

代
の
生
活
を
そ
の
時
々
の
現
役
世
代

の
人
の
保
険
料
と
国
の
負
担
で
支
え

て
い
こ
う
と
い
う
相
互
扶
助
を
基
本

と
す
る
制
度
で
す
の
で
、
誰
も
が
、
6
0

歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
は
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
超
え
て

納
め
て
も
年
金
額
は
増
え
な
い
と
い

う
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
が
、
制
度
の
主
旨
を
理
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
納
め
て
く
だ
さ

い
。　

　
　
　
　
／
／

蘂
　

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
あ
じ
さ
　
い

　
表
紙
の
う
た
「
紫
陽
花
の
花
を
ぞ

　
　
　
あ
い

お
も
ふ
藍
ふ
く
む
濃
き
む
ら
さ
き
の

花
の
こ
ひ
し
さ
」
・
こ
の
歌
は
最
終

歌
集
（
第
十
五
歌
集
）
」
『
黒
松
』
に

収
め
て
あ
り
ま
す
。
し
か
も
終
末
に

置
か
れ
て
お
り
、
梅
雨
空
の
歌
と
並

ん
で
い
る
の
で
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

昭
和
三
年
六
月
頃
の
作
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
従
っ
て
牧
水
最
晩
年
の
作
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
頃
の

牧
水
は
す
で
に
健
康
を
害
し
て
い
た

よ
う
で
旅
を
計
画
し
て
出
発
し
て
体

調
が
す
ぐ
れ
ず
途
中
で
旅
を
中
止
し

て
帰
宅
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

生
活
状
態
に
あ
っ
た
と
き
の
歌
と
し

　
　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

て
こ
の
「
紫
陽
花
」
の
歌
を
味
わ
う
と

結
句
の
「
花
の
こ
ひ
し
さ
」
に
一
抹
の

哀
愁
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
牧
水
の
こ
こ
ろ
に
は
幽
「
常
に
故
郷

へ
の
想
い
が
あ
っ
た
」
と
た
び
た
び

書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
歌
も
梅
雨
空

の
も
と
庭
先
に
咲
い
て
い
る
紫
陽
花

を
見
て
い
る
う
ち
に
な
つ
か
し
き
故

郷
を
想
い
浮
か
べ
て
い
る
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
こ
の
歌
は
『
曇
を
憎
む
』
と

題
し
て
の
一
連
一
四
首
の
中
の
一
首

で
す
が
、
そ
の
中
に
「
梅
雨
空
の
曇
り

深
き
に
く
き
や
か
に
黒
み
静
ま
り
老

松
は
立
つ
」
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
第
三
歌
集
『
独
り
歌
へ
る
』

に
も
紫
陽
花
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
り
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
紫
腸
花
の
そ
の
水
い
ろ
の
か
な
し

　
　
　
　
　
　
　
か
な
か
な

　
み
の
滴
る
ゆ
ふ
べ
蝸
の
な
く

　
梅
雨
の
時
期
に
入
り
ま
し
た
の
で

今
月
は
「
紫
陽
花
」
の
歌
を
紹
介
し
ま

し
た
。

★望粥に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　蠣「 Wこ”り⑩

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
　
7
月
3
0
日
（
火
）

　
　
　
午
後
6
時
3
0
分
開
場

　
　
　
午
後
7
時
開
演

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

※
チ
ケ
ッ
ト
は
中
・
高
生
が
千
五
百

円
、
　
「
般
が
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
．
．
7
月
1
日
か
ら
町
内
各
商
店
で

販
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
教
育
委

員
会
生
涯
教
育
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
．
．

地
域
婦
人
連
絡
協
議
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　　　　　おカらせ
くi《（イこノ7オメーショこノ）捌〉

▽
日
時

▽
場
所

7
月
7
日
過
日
）

午
前
8
時
3
0
分
開
会

中
央
公
民
館

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養
に
は

許
可
が
必
要
で
す

▽
捕
獲
で
き
る
期
間

毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

　
三
牡
一
日
ま
で

　
※
こ
れ
に
は
県
（
東
臼
杵
農
林
振

興
局
）
の
許
可
が
必
要

第5回東郷町観光協会写真コンテスト

　テーマ／東郷町の四季

　　　　　　東郷町の恵まれた自然・風景・イベント等
【応募方法】・作　品　一人羽目でも可。ただし未発表ものに

　　　　　　　　　限ります。（入賞は、1人1賞とします）

　　　　　・規　格　カラープリント四切（ワイド四切可）
　　　　　・送り先宮崎県東臼杵郡東郷町上字坪谷1267番地

　　　　　　　　　　東郷町観光協会写真コンテスト係

　　　　　　　　　　　含0982－69－7720
0　注　意

　■　応募作品には必ず住所・氏名・年齢・性別・電話番号

　　　・題名・撮影場所を記入し応募票を添付してください。

　■　応募作品の版権は、東郷町観光協会に帰属します。

　■　入賞者には原版又は、ネガフィルムの提出を求めます。

【応募締切L平成8年8月20日（当日消印有効）
【発

【表

面】．平成8年9月上旬（入賞者には直接通知します）

彰】・平成8年9月8日（日）牧水祭当日

　　　・金賞　1点　　　・銅賞　3点

　　　・銀賞　2点　　　・入選　3点

　　　　　　　各賞に賞金と彰状が用意されてます。

▽
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
※
こ
れ
に
は
町
の
許
可
が
必
要

▽
手
数
料
　
二
千
九
百
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
貝
ま
た
は
、
役
場
林
政
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
保
護
員

　
黒
木
睦
実
（
寺
迫
）
5
8
　
1
8
0
9

　
松
掛
芳
郎
（
坪
谷
）
6
9
1
7
7
4
0

あ
な
た
の
声
が

道
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す

　
渋
滞
、
高
速
道
路
、
身
の
回
り
の

道
に
つ
い
て
発
言
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

道
に
廿
す
る
意
見
を
「
2
1
世
紀
の
み

ち
を
考
え
る
委
員
会
」
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道
路

審
議
会
で
は
、
「
2
1
世
紀
の
み
ち
を

考
え
る
委
員
会
」
を
設
け
、
こ
れ
か

ら
の
道
づ
く
り
に
つ
い
て
広
く
み
な

さ
ん
の
意
見
、
提
案
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
提
案
の
仕
方
な
ど

を
紹
介
し
た
、
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ

ポ
ー
ト
」
を
希
望
者
の
方
に
差
し
あ

げ
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
で

は
、
渋
滞
、
高
速
道
路
料
金
、
身
の

回
り
の
狭
い
道
な
ど
の
重
要
な
テ
ー

マ
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
考
え

方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

が
共
感
す
る
考
え
方
や
自
由
な
意
見

・
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を

入
手
し
た
い
方
は
、

・
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
宮
崎
工

　
事
事
務
所
調
査
第
二
課

　
（
0
9
8
5
一
⑳
8
2
2
1
）

・
建
設
省
九
州
地
方
建
設
局
延
岡
工

　
事
事
務
所
調
査
第
二
課

　
（
0
9
8
2
⑳
1
1
1
5
5
）

・
県
庁
土
木
部
道
路
建
設
課

　
（
0
9
8
2
一
⑳
1
7
1
8
0
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

　
台
風
襲
来
に
備
え

　
　
停
電
を
減
ら
す
た
め
に
〃

　
平
成
7
年
度
に
、
入
郷
地
域
の
高

圧
停
電
事
故
は
1
2
件
発
生
し
、
原
因

の
8
0
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
樹
木
接
触
」

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
九
州
電
力
で
は
、
樹
木
に
よ
る
停

　
　
イ
コ

電
「
O
」
を
め
ざ
し
、
配
電
線
近
く

の
伐
採
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
是
非

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
又
、
枯
れ
た
松
な
ど
電
線
へ
の
倒

木
や
樹
木
・
竹
の
接
触
箇
所
が
あ
り

ま
し
た
ら
当
社
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

連
絡
先
・
九
州
電
力
㈱
日
向
営
業
所

　
　
　
電
話
5
2
　
2
1
8
1

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
二
期

　
国
民
健
康
保
険
税
三
期

　
　
　
　
　
　
　
副
司

　
　
　
　
　
　
　
　
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
、

〔
6
月
1
0
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
八
重
原
の
村
木
セ
ツ
子
さ
ん
か
ら

（
サ
カ
エ
さ
ん
・
8
6
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
新
名
ト
ヨ
子
さ
ん
か
ら

（
辰
良
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）
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★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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